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親
鸞
聖
人
自
身
の
言
葉
に
よ
る
真
宗
用
語
辞
典
が
誕
生
！

▼
4
6
判・並
製
カ
バ
ー・2
1
8
頁・定
価
三
、三
〇
〇
円

田
代
俊
孝（
た
し
ろ 

し
ゅ
ん
こ
う
）

仁
愛
大
学
学
長
。同
朋
大
学
名
誉
教
授
。同
客
員
教
授
。名
古
屋
大
学
医
学
部
講
師
。博
士（
文
学
）。

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。大
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
客
員
研
究
員
、同
朋
大
学
教
授
、同
大
学
院

文
学
研
究
科
長
な
ど
を
経
て
現
職
。ビ
ハ
ー
ラ
の
提
唱
者
の
一
人
で
、
ビ
ハ
ー
ラ
医
療
団
代
表
。一
九
九
三
年
〜
九
五
年
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ

リ
ン
ガ
大
学
、ト
レ
ー
ド
大
学
、サ
ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
特
別
招
聘
講
師
。一
九
九
五
年
に
ハ
ワ
イ
大
学（
マ
ノ
ア
校
）サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
講
師
。

主
な
著
書　
『
広
い
世
界
を
求
め
て―

登
校
拒
否
の
心
を
開
い
た
歎
異
抄
』（
毎
日
新
聞
社
）、『
親
鸞
の
生
と
死―

デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
立
場
か
ら
』（
法
藏
館
）、『
仏
教
と
ビ
ハ
ー
ラ
運
動―

死
生
学
入
門
』（
法
藏
館
）、『
市
民
の
た
め
の
ビ
ハ
ー
ラ
』全
６
巻（
同
朋
舎
出

版
）、『
唯
信
鈔
文
意
講
義
』（
法
藏
館
）、『
親
鸞
教
学
の
課
題
と
論
究
』（
方
丈
堂
出
版
）、『
親
鸞
思
想
の
再
発
見―

現
代
人
の
仏
教
体
験
の
た

め
に
』（
法
藏
館
）、『
御
文
に
学
ぶ―

真
宗
入
門
』（
法
藏
館
）ほ
か
多
数
。

◆編者略歴◆

《
特
色
》

【
１
】
親
鸞
聖
人
の
著
書
に
聖
人
自
身
が
記
さ
れ
た
左
訓

（
本
文
の
左
に
付
記
さ
れ
た
語
註
）、
字
訓
・
語
訓（
本
文

の
用
語
説
明
）を
丹
念
に
集
め
た
初
め
て
の
辞
典
。

聖
人
の
言
葉
の
意
味
、そ
の
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で

使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、必
要

不
可
欠
な
辞
典
。

【
２
】親
鸞
聖
人
の
著
書
に
あ
る
語
句
を
見
出
し
と
し
て
、

そ
の
語
句
に
つ
い
て
い
る
左
訓
、
字
訓
・
語
訓
を
紹
介
。

異
な
る
複
数
の
左
訓
等
が
付
記
さ
れ
て
い
る
語
句
も
あ

る
た
め
、
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
し
、
比
較
に
よ
っ
て
理
解

を
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
便
宜
を
図
っ
た
。

【
３
】左
訓
・
字
訓
・
語
訓
の
出
典
を
、『
定
本
親
鸞
聖
人

全
集
』『
真
宗
聖
教
全
書
』『
浄
土
真
宗
聖
典（
原
典
版
・
註

釈
版
）』（
西
本
願
寺
）『
真
宗
聖
典
』（
東
本
願
寺
）の
頁
数

で
明
示
。

何
の
経
典
の
ど
の
語
句
に
付
さ
れ
た
も
の
か
を
、簡
単
に

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
４
】左
訓
に
は
わ
か
り
や
す
い
現
代
文
を
、古
語
や
難
解

な
言
葉
に
は
解
説
も
付
し
た
。

【
５
】約
一
七
五
〇
の
見
出
し
項
目
を
収
載
。
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〈 内容見本 〉

鳥 

声 

哀 

雅

ア
ワ
レ
ニ
ウ
タ
ウ

〈 イメージ 〉

　親鸞聖人は、著書「観経疏加点」（『観経
四帖疏』加点本）で、「鳥声哀雅」の「哀雅」
の左横に、「あわれにうたう」と付記（左訓）さ
れている。
　そのため、聖人が「鳥声哀雅」という言葉
で、鳥が哀れに鳴く（歌う）様子を示されてい
ることがわかる。（ 出典 では、該当部分を確
認できる書籍を頁数付きで紹介）


